
 

 

 ４  スキットコンテスト 

平良中吹奏楽部・九州大会出場 

第２回全宮古中学校英語スキットコンテスト開催 

  ６月２９日（火）第２回全宮古中学校英語スキットコンテストの表彰式を行いました。 

  スキットとは寸劇のことであり、スキットを演じる活動を通して、劇中で使われる英語の表現を体験的に学んで 

 いこうというものです。本コンテストでは１校あたり５名以下１チームとなり、英語でオリジナルストーリーを演じました。 

 今回はコロナ禍での開催ということもあり、初のビデオ審査での実施となりましたが、生徒たちは英語で堂々と 

 スキットを演じきりました。 

  笑いあり、郷土愛ありの発表では各校衣装や小道具など個性が光り、英語の勉強だけでなくエンターテインメント 

 性にあふれた楽しいコンテストになりました。８月５日県大会に出場した多良間中学校が見事「最優秀賞」を受賞しました。 

  

★最優秀賞 多良間中学校 "What is something famous in your country?" 

       田村 花恵さん／清村 仁愛／佐和田 ひまり／諸見里 美柚／野原 雫  

★優秀賞  鏡原中学校 "Five household appliance" 

       根間 桜／小禄 和鼓／粕谷 いくみ／友利 美月／長濱 春果  

★優良賞  狩俣中学校 "The Unjumpable Bungee Jump" 

      冝保 琉星/國仲 秀弥/新里 奈々 

 平良中学校吹奏楽部（下地健作顧問）が、「第61回沖縄県吹奏楽コンクー

ル」中学の部で、見事金賞を受賞し、選考会を経て沖縄県代表に選ばれまし

た。 

 8月6日宮古島市教育委員会を訪れ受賞報告を行い、部員を代表して、部長

の久貝恵玲奈さんが「周りから応援を受けて、皆で演奏できたことを誇りに思

う。九州大会では楽しんで笑顔で演奏したい」と話しました。 

第48回沖縄県中学校総合体育大会 宮古地区代表上位入賞者 

【バレーボール】 伊良部中       

沖縄県2位 九州大会出場 

九州大会結果：予選２－０（対大分第１代表）                                               

決勝トーナメント １－２（対宮崎第２代表）  

 

 

【陸上競技】 花城 葵（西辺中） 

1年800メートル沖縄県１位（2分40秒７７） 

九州大会出場 

 九州大会結果：2分35秒９２ 

【野球】 鏡原中 3位 【陸上競技】 1年男子1500ｍ 3位（4分52秒04）赤嶺 煌人（西辺中） 

      3年男子1500ｍ 3位（4分33秒27）平良 英達（北中） 



 

 

５ パニパニスクール・博物館 

 平和の詩の朗読は、4年前の姉の詩からの憧れだったので、朗読の機会を頂けることになったと聞いて

今度は自分がその役目を任される事が素直にとても嬉しかったです。でも当日実はとても怖くて、毎年テ

レビで中継をみていたとはいえ、式の荘厳な雰囲気や御霊を偲ぶ周りの様子に圧倒されました。降ってい

た雨が頑張れと言っているようで、私のことをたくさんの方が見守ってくれていると思ったら、勇気が湧

いてきました。 

 今年の6月23日の体験は、この先一生忘れられないでしょう。チャンスをいただけたこと、無事役目を

終えられたことに感謝の気持ちでいっぱいです。「みるく世の謳」が、皆さんの平和を考えるきっかけに

なったら嬉しいです。 

 第31回「児童･生徒の平和メッセージ」詩部門中学生の部に、西辺

中2年の上原美春さんの「みるく世
ゆ

（ゆ）の謳
うた

」が、見事最優秀賞に選

ばれ、6月22日宮古島市教育委員会を訪れ受賞報告を行いました。 

 翌日、6月23日糸満市平和祈念公園にて行われた沖縄全戦没者

追悼式で詩の朗読を行いました。 

【上原美春さんの感想】 

みゅーじあむニュース 

宮古島市総合博物館 

十五夜のシーシャガウガウ 

 十五夜とは、旧暦の毎月15日の満月の夜のことをさします。 

十五夜は毎月ありますが、なかでも旧暦の８月である 

「中秋」は、月がもっとも明るく美しく見えるとされること 

から、旧暦の８月15日の月は「中秋の名月」と呼ばれています。 

私たちが呼ぶ「十五夜」もこの日をさし、今年は９月21日（火） 

が十五夜にあたります。 

以前は、宮古の子ども達にとって十五夜はとても楽しみにしている行事の一つで

した。十五夜が近づくと子どもたちはグループに分かれ、月見をするための台を

作っていたそうです。この月見台は、「ジュウグヤユカニ（十五夜床）」や「ジュ

ウグヤタナ（十五夜棚）」と呼ばれており、当日はそこでお菓子を食べたり、踊り

や劇を発表したりしていたそうです。 

また、平良地区の一部の地域では、子ども達がグループにわかれ、獅子頭（シー

シャ）作りをし、十五夜当日の夕方に地域の各家をまわり獅子舞 

（シーシャガウガウ）を披露する風習が現在も見られま

す。 

 

↑獅子頭 

↑月見台 

獅子頭や月見台には、他にも色々な形があったそうです。 



 

 

６  連載 文化財を巡る 
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ス
ム
リ
ャ
ミ
ャ
ー
カ
は
、
宮
古
島
市
下
地
字
来
間
二
四
八

番
地
に
所
在
す
る
ミ
ャ
ー
カ
で
、
一
九
七
五(

昭
和
五
〇)

年
二
月
一
三
日
に
沖
縄
県
の
史
跡
に
指
定
を
う
け
て
い
ま

す
。 

 

ス
ム
リ
ャ
ミ
ャ
ー
カ
は
、
琉
球
石
灰
岩
を
加
工
し
た
板
石

で
囲
い
を
行
い
、
内
部
に
石
棺
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
石
囲
い

の
大
部
分
は
崩
落
し
て
い
ま
す
。
石
囲
い
の
全
体
形
は
、
内

部
の
状
況
か
ら
長
方
形
を
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
東
西
約

九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六.

五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
約
二.

五

メ
ー
ト
ル
で
、ス
サ
ビ
ミ
ャ
ー
カ
な
ど
と
並
び
大
型
の

ミ
ャ
ー
カ
に
な
り
ま
す
。 

石
囲
い
の
内
部
は
、
石
棺
の
天
板
の
板
石
と
同
じ
高
さ
ま

で
二
〇
～
四
〇
セ
ン
チ
大
の
未
加
工
の
琉
球
石
灰
岩
が
敷

き
詰
め
ら
れ
、
平
坦
面
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
石

囲
い
の
内
部
に
は
、
琉
球
石
灰
岩
を
三
～
五
段
の
石
積
囲
い

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
石
積
囲
い
の
内
部
に
は
、
遺
物
が
多
く
散
乱
し
て
お

り
、
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
焼
き
物
で
あ
る
沖
縄
産

陶
器
の
壺
や
甕
が
最
も
多
く
み
ら
れ
、
灰
釉
碗
や
、
中
国
の

福
建
・
広
東
産
の
青
花
、
宮
古
島
産
の
壺
形
の
土
器
片
な
ど

も
確
認
で
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
は
、ス
ム
リ
ャ
ミ
ャ
ー
カ
で

青
磁
の
出
土
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、ス
ム
リ
ャ
ミ
ャ
ー

カ
の
年
代
が
一
六
世
紀
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
青
磁
な
ど
の
遺
物
は
確

認
で
き
ず
、
明
ら
か
な
年
代
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
を
残

し
て
い
ま
す
。 

石
棺
部
分
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
琉
球
石
灰
岩
が
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
る
た
め
そ
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
天
板
の
石
は
、
長
辺
が
三
メ
ー
ト
ル
、

短
辺
が
二.

三
メ
ー
ト
ル
の
略
方
形
状
を
な
し
、
現
在
で
は

複
数
に
割
れ
て
い
ま
す
が
、
確
認
で
き
る
ミ
ャ
ー
カ
の
天
板

の
石
と
し
て
は
最
大
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
部
分
的
に
割
れ

て
い
る
面
か
ら
、
石
棺
の
内
部
を
確
認
す
る
と
、
内
部
は
四

辺
を
ビ
ー
チ
ロ
ッ
ク
の
板
石
で
壁
面
と
し
、
板
石
を
用
い
て

さ
ら
に
内
部
を
二
つ
に
区
画
し
て
い
ま
す
。
石
棺
の
入
り
口

部
分
は
、
横
穴
式
に
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
形
態
の
石
棺
は
、
他
の
ミ
ャ
ー
カ
に
み
ら
れ
な
い
ス
ム

リ
ャ
ミ
ャ
ー
カ
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。  

 
 

来
間
島
に
は
、ス
ム
リ
ャ
ミ
ャ
ー
カ
の
他
に
も
ア
ー
ス

ミ
ャ
ー
カ
な
ど
の
複
数
の
ミ
ャ
ー
カ
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

ミ
ャ
ー
カ
の
形
態
的
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
上
で
も

大
変
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

※
石
積
み
は
大
変
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
の
た
め
に

も
石
に
あ
が
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

   
 

令和3年3月に宮古島市史『第二巻祭祀編（下）悉皆調査＜城辺地区･上野

地区・下地地区・伊良部地区・多良間村＞』が発刊されました。 

今回発刊いたしました下巻では、城辺、上野、下地、伊良部、多良間の全集

落の祭祀を対象とし、236件もの祭祀が収録され、頁数は751頁にものぼりま

す。宮古島の祭祀を後世に伝え、学んでいく上で大変参考になる本となって

おりますので、多くに市民の皆様に手にとっていただければと思います。 

今回ご紹介した宮古島市史は、BOOK’きょうはん宮古南店、TSUTAYA宮古

島店で7,000円で販売しております。 

また、第一巻「通史編」3,500円、第二巻「祭祀編」（上）・（下）各5,000円に

ついても引き続き販売しております。（いずれも消費税込み）。 

 

    生涯学習振興課 文化財係 72-3764 

発刊のお知らせ 

宮古島市史『第二巻祭祀編（下）悉皆
しっかい

調査 

＜城辺地区・上野地区・下地地区・伊良部地区・多良間村＞』 


